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ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
　
小
市
　
邦
夫

平
成
30
年
度
の
改
良

区
ใ
を
お
ಧ
け
い
た
し

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
は
、
農
作
業
に
お


し
い
な
か
に
あ
っ
て
田

২
え
や
Ռ
थ
の
手
入
れ

が
一
ஈ
落
し
、
秋
の
๛

か
な
ऩ
֭
を

た
れ
て

い
る
こ
と
と
ଘ
じ
ま
す
。

土
地
改
良
区
は
、
農

業
生
࢈
を
行
う
上
で
の

ج
本
で
あ
る
ủ
安
定
し
た

農
業
用
水
の
ڙ
څ
Ứ
と
、

そ
れ
に
必
要
な
施
設
の

維
持
管
理
を
行
う
た
め

に
関
係
す
る
農
Ո
が
ཱ

ち
上
͛
た
組
৫
で
す
。

私
ڞ
の
土
地
改
良
区

は
、
菅
平
ダ
ム
に
は
じ

ま
り
神

上
ྲྀ
の
左
岸

幹
線
か
ら
下
ྲྀ
の
久
保

堰
ま
で
15
の
用
水
路
の

施
設
管
理
を
含
Ή
土
地

改
良
事
業
を
ద
ਖ਼
か
つ

ԁ

に
行
う
こ
と
を
ओ

な
業

と
し
て
お
り
ま

す
が
、
土
地
改
良
事
業

と
地
域
ࣾ
ձ
の
関
わ
り

の
大
き
な
ม
化
の
な
か

で
、
農
業
生
࢈
Ҏ
֎
の

要
ૉ
に
も
ཹ
ҙ
し
た
業


ӡ
営
を
す
す
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

土
地
改
良
区
Ҏ
֎
の

農
業
ஂ
体
、
ڭ
ҭ
や
ใ

道
機
関
と
も
࿈
ܞ
し
、

農
業
用
水
の
Ռ
た
す
役

ׂ
や
ྺ
࢙
を

く
一
ൠ

の
方
ʑ
に
発
৴
し
て
い

く
こ
と
も
今
後
の
改
良

区
の
՝

と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
す

す
Ή
菅
平
ダ
ム
の
施
設

改
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
か
ら
い
よ
い

よ
工
事
着
手
の
ӡ
び
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
事

業
完
了
ま
で
後
数
年
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
皆

様
に
は
引
き
ଓ
き
ご
協

力
を
お
願
い
ਃ
し
上
͛

ま
す
。

地
域
農
業
が
ݫ
し
い

状
گ
下
に
置
か
れ
て
い

る
ࡢ
今
、
՝

と
将
来


の
ల

を
し
っ
か
り

ೝ
ࣝ
し
、
役
員
ฒ
び
に

৬
員
一
ؙ
と
な
っ
て
৬


に
あ
た
っ
て
ま
い
り

た
い
と
ଘ
じ
ま
す
。

ॴߦൃ
ݝਆԊ؛վྑ۠
ిɹɹ্ా �� �����
ҹॴɹ10ҹࣜגձࣾ

神　川

水
を
敬
う

山
家
神
社
　
押
森
慎
宮
司

ủ
水
を
敬
う
Ứủ
水
を
ଚ
Ϳ
Ứ
と
い
う

ݴ
༿
ࣗ
体
が
ٙ

ූ
の
つ
く
࣌
代
と
な

り
ま
し
た
。
ऄ
ޱ
を
ͻ
ね
れ


た
り

લ
に
水
が
出
て
く
る
あ
り
が
た
い
世
の

中
ộ
そ
う
で
す
、
こ
れ
は
大
ม
ἔ
有


い
ἕ
事
な
の
で
す
が
、
ී
ஈ
ଉ
を
す
る

の
と
ಉ
じ
様
に
常
に

ۙ
に
あ
る
と
、

そ
の
৺
は
ه
Ա
の
Ԟ
底
に
ऩ
め
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

ࢼ
し
に
ॴ
ଳ
を
持
っ
て
い
る
方
、
か

Έ
さ
ん
、
ͩ
ん
な
さ
ん
に
ủ
有

う
Ứ

と
い
う
ݴ
༿
、
い
つ
使
い
ま
し
た
か
ʁ

ࣗ
વ
に
ײ
ँ
す
る
事
が

め
の
私
が
こ

の
状
態
（
ど
ち
ら
に
も
取
れ
る
よ
う


し
て
ộ
）
で
す
の
で
、
そ
の
ੑ
も
ま
た


た
り
લ
の
事
な
の
で
す
。

そ
こ
で
日
本
人
は
ủ
ϋ
レ
Ứ
の
日
を

設
け
ま
し
た
。
ී
ஈ
と
は
ҧ
う
ಛ
ผ
な

日
、
一
൪
解
り
қ
い
の
が
地
域
の
お
ࡇ

り
の
日
。
そ
こ
で
お
ޓ
い
に
ॿ
け
合
い

な
が
ら

し
く
ಇ
く
中
で

れ
て
し
ま

い
が
ち
な
、
有
る
事
が

し
い
世
ք
で

私
た
ち
は
ڞ
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
ೝ
ࣝ
し
、
ײ
ँ
の
৺
を
ද
現
し
て

い
ま
す
。

神

水
ܥ
に

ら
す
人
ʑ
に
と
っ

て
、
こ
の
ϋ
レ
の
日
に

る
の
が
毎
年


月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
࢛
Ѩ
山

開
山
ࡇ
で
す
。
ཆ
老
ݩ
（
̓
̍
̓
）

年
に
水
利
ٕ
ज़
が
伝

し
吉
田
堰
が
開

か
れ
人
ʑ
の
生
׆
は

く
安
定
し
、

ཌ
年
人
ʑ
は
そ
の
ݯ
で
あ
る
御
山
に
ొ

り
ײ
ँ
を
๋
͛
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ܽ

か
す
こ
と
な
く
御
山
に
ొ
り
今
年
で

̍
３
̌
̌
回
を
ܴ
え
ま
す
。

࢛
Ѩ
山
開
山
一
三
ʓ
ʓ
年
の
અ
目

に
、
水
を
敬
う
৺
を
ࢠ
ڙ
た
ち
に
、
御

山
と
ཬ
を
つ
な
͗
た
い
願
い
か
ら
山

の

౦
宮
を
ݹ
来
よ
り
の
木

に

し

営

し
ま
す
。
̖
̞
化
が
進
ん
で
も
こ
こ
は

人
に
し
か
で
き
な
い

事
、
大
地
に


を
つ
け
、
遠
く
御
山

の

い
を

れ
な

い
৴
भ
人
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

▲四阿山と神川が映る大正13年の貴重な写真　
もうこの景色は見られない
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平成 30年 6月 1日 長野県神川沿岸土地改良区報 ʢ�ʣ

第
78
回
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

˗Ұൠձࡀܭೖࡀग़ܾࢉ
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿԁʣ

科　目 予算額 決算額 説　明
�� ߹අ 3333���� 33��3��� ��ৗɹܦ��������ಛผɹ2��2�55�
2� ิॿۚ 22������ 22������ ॿۚิࢢɾݝ
3� ೖۚ܁ ������� ������� సಛผձܭ
�� ऩೖࡶ ������� �5�2��2 վྑۀࣄݩෛ୲ଞ
5� աऩೖ ������ �2���� աະऩො՝ۚ
�� ަۚ 3�5�2��� 3�5�2��� ਫཧඅہۀا
�� ӽۚ܁ �5����� �����5�� 2� ܁ӽۚ
ܭ߹ೖࡀ �����2��� ���������
2� ग़ͷ෦ࡀ

科　目 予算額 決算額 説　明
�� අࣄ �3������ �25�2��� අɾһใࣄ ɾु৬һਓ݅අɾ૯ձඅ
2� બڍඅ ��3���� 2�2�2� ૯બڍʢແථʣ
3� ॴඅࣄ 23���� 2��3�3 අܦࣨࣄ
�� අ࢈ࡒ 2�25��� 2�2�223
5� ͼआೖۚٴ࠴۠ �2����� �2����� ۠ݩརঈؐۚ
��ෛ୲ۚ 25��5��� ���3��5� ࿈ෛ୲ۚɾݝӦετϚωۀࣄ୲ۚ

�� ҡ࣋ཧඅ 5�5�5���� 5�5����2
ੁฏμϜɹ��52��3�
ਫཧɹ��2�5��
ਫ࿏ͳͲվमඅɹ����3�

�� ॾࢧग़ۚ �53��� 5��2�� ො՝ۚ௨ॻखྉଞ
�� ༧උඅ ������� �
ܭ߹ग़ࡀ �����2��� ������2�

˗స༻ܾۚࡁಛผձܭ
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿԁʣ

�� ۚࡁܾ 2�33���

2� ऩೖࡶ ��52�

3� ӽۚ܁ �5���5��

ܭ߹ೖࡀ ��5����5

2� ग़ͷ෦ࡀ
�� ग़ۚ܁ 3������

2� ༧උඅ �2��

ܭ߹ग़ࡀ 3��22��

˗৬һୀ৬څ༩ۚಛผձܭ
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿԁʣ

�� ೖۚ܁ 5����

2� ӽۚ܁ 5��3�3

ܭ߹ೖࡀ 55�3�3

2� ग़ͷ෦ࡀ
ୀ৬څ༩ۚ ��

�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿԁʣ

�� ೖۚ܁ 2���223
2� ӽۚ܁ 353�2��
ܭ߹ೖࡀ �2�25��

2� ग़ͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿԁʣ

�� ग़ۚ܁ �
2� ҡ࣋ཧඅ �������
ܭ߹ग़ࡀ �������

平成28年度　長野県神川沿岸土地改良区決算内容

ୈ
78
回
௨
常
૯
代
ձ
が
ڈ
る
3
月
23

日
に
ਅ
田
中
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
に
お
い
て
、
上

田
地
域
ৼ
ڵ
ہ
農
地
整
備
՝
長
を
は
じ

め
と
す
る
来
ෂ
の
皆
様
を
ܴ
え
、
૯
代

65
名
の
出
੮
の
も
と
に
開
࠵
さ
れ
ま
し

た
。
ٞ
長
に
は
神

地
区
の
西
林
හ
行

さ
ん
を
બ
出
し
、
ٞ

は
全
て
ঝ
ೝ
可

ܾ
さ
れ
ま
し
た
。
ٞ
Ҋ
の
ओ
な
内
༰
は

次
の
と
お
り
で
す
。

˔ 

長

県
神

Ԋ
岸
土
地
改
良
区
理
事

の
補
ܽ
બ

に
つ
い
て

˔ 

平
成
28
年
度
事
業
ใ
ࠂ
及
び
一
ൠ
ձ

計
、
ಛ
ผ
ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
ܾ
ࢉ
ฒ
び

に
ࡒ
࢈
目

の
ঝ
ೝ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
29
年
度
一
ൠ
ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
補

ਖ਼
予
ࢉ
（
ୈ
1
回
・
ୈ
2
回
）
の
ઐ

ܾ
ॲ

の
ঝ
ೝ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
29
年
度
農
地
転
用
ܾ
ࡁ
ۚ
ಛ
ผ

ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
補
ਖ਼
予
ࢉ
（
ୈ
1
回
）

の
ઐ
ܾ
ॲ

の
ঝ
ೝ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
29
年
度
左
岸
幹
線
水
路
ฒ
び
に

吉
田
堰
水
門
維
持
管
理
අ
積
ཱ
ۚ
ಛ

ผ
ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
補
ਖ਼
予
ࢉ
（
ୈ
̍

回
）
の
ઐ
ܾ
ॲ

の
ঝ
ೝ
に
つ
い
て

˔ 

長

県
神

Ԋ
岸
土
地
改
良
区
ݸ

人

ใ
保
ޢ
ن
ఔ
の
全
部
改
ਖ਼
に

つ
い
て

˔ 

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
ủ
菅
平
地

区
Ứ
に
係
る
小
水
力
発
電
施
設
整
備

事
業
の
導
入
に
つ
い
て

˔ 

県
営
ج
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
Ϛ
ω

δ
ϝ
ϯ
ト
事
業
ủ
神

左
岸
地
区
Ứ

に
係
る
計
画
ม
更
に
つ
い
て

˔ 

平
成
30
年
度　

ओ
な
事
業
計
画
に
つ

い
て

˔ 

平
成
30
年
度
ො
՝
ۚ
の
ො
՝
ج
४
及

び
ො
՝

ऩ
に
つ
い
て

˔ 
平
成
30
年
度
現
ۚ
の
༬
入
ઌ
ࢦ
定
に

つ
い
て

˔ 

平
成
30
年
度
一
ൠ
ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
予

ࢉ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
30
年
度
農
地
転
用
ܾ
ࡁ
ۚ
ಛ
ผ

ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
予
ࢉ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
30
年
度
৬
員
ୀ
৬
څ
༩
ۚ
ಛ
ผ

ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
予
ࢉ
に
つ
い
て

˔ 

平
成
30
年
度
左
岸
幹
線
水
路
ฒ
び
に

吉
田
堰
水
門
維
持
管
理
අ
積
ཱ
ۚ
ಛ

ผ
ձ
計
ࡀ
入
ࡀ
出
予
ࢉ
に
つ
い
て

※ 

平
成
28
年
度
ܾ
ࢉ
・
平
成
30
年
度
予

ࢉ
の
内
༁
は
ه
ࡌ
の
と
お
り
で
す
。

ܭཧඅੵཱۚಛผձ࣋٢ాԃਫҡʹઢਫ࿏ฒͼװ؛ࠨ˗

平
成
30
年
3
月
23
日
の
ୈ
78
回
௨
常
૯
代
ձ
に
お
い
て
、
ܽ
員
と
な
っ
て
い
た

఼

地
区
理
事
に
安
田
ഹ
さ
ん
（

沢
地
区
）
が
બ

さ
れ
ま
し
た
。

期
は
平

成
33
年
4
月
28
日
ま
で
で
す
。

殿
城
地
区
理
事
に
安
田
肇
さ
ん（
矢
沢
地
区
）選
任
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平成 30年 6月 1日長野県神川沿岸土地改良区報ʢ3ʣ

˗Ұൠձࡀܭೖࡀग़༧ࢉ༰
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

�� ߹අ 3�5�5 332�� ��ৗɹܦ����ಛผ�����5
2� ิॿۚ �2��3 2���� ॿۚଞิࢢɾݝ
3� ೖۚ܁ 23�5� �5�� సಛผձܭ
�� ऩೖࡶ 33� �3� ॴ༗आྉଞ
5� աऩೖ ��� ��� աະऩො՝ۚ
�� ަۚ ���� ���� ਫཧඅہۀا
�� ӽۚ܁ �55� ���� 2� ܁ӽۚ
ܭ߹ೖࡀ �22�2 �2�3�

2� ग़ͷ෦ࡀ
科　目 本年度予算額 前年度予算額 説　明

�� අࣄ ����� �3��� අɾһใࣄ ɾु৬һਓ݅අɾ૯ձඅ
2� બڍඅ � �
3� ॴඅࣄ 3�� 33� අܦࣨࣄ
�� අ࢈ࡒ 2�5� 52 ਫҡ࣋ཧ
5� ͼआೖۚٴ࠴۠ �535 �2�� ۠ݩརঈؐۚ
��ෛ୲ۚٴͼ୲ۚ 3���2 2522� ଞۀࣄӦ͔Μ͕͍ഉਫݝ
�� ҡ࣋ཧඅ 2���� 3���3 μϜཧඅෛ୲ۚଞ
�� ॾࢧग़ۚ �53 ��3 ො՝ۚ௨ॻखྉଞ
�� ༧උඅ ���� ����
ܭ߹ग़ࡀ �22�2 �2�3�

�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

�� ೖۚ܁ 2���
2� ӽۚ܁ ���3
ܭ߹ೖࡀ ��2�3

2� ग़ͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

�� ग़ۚ܁ 5���
2� ҡ࣋ཧඅ 52�2
ܭ߹ग़ࡀ ��2�3

˗స༻ܾۚࡁಛผձܭ
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

��ņܾۚࡁ ����

2� ೖۚ܁ �

3� ऩೖࡶ ��

�� ӽۚ܁ �35�5

ܭ߹ೖࡀ ��5��

2� ग़ͷ෦ࡀ
�� ग़ۚ܁ ���55

2� ༧උඅ �5���

ܭ߹ग़ࡀ ��5��

˗৬һୀ৬څ༩ۚಛผձܭ
�� ೖͷ෦ࡀ ʢ୯Ґɿઍԁʣ

�� ೖۚ܁ 5�
2� ӽۚ܁ ���
ܭ߹ೖࡀ �5�

2� ग़ͷ෦ࡀ
ୀ৬څ༩ۚ �5�

平成30年度　長野県神川沿岸土地改良区予算内容

ܭཧඅੵཱۚಛผձ࣋٢ాԃਫҡʹઢਫ࿏ฒͼװ؛ࠨ˗

着
任
挨
拶

上
田
地
域
振
興
局 

農
地
整
備
課
長

�

飯
島 

好
文

࢛
月
の
人
事

ҟ
動
に
よ
り
上

田
地
域
ৼ
ڵ
ہ

農
地
整
備
՝
長
を
ഈ
命
し
、
こ

の
た
び
着

い
た
し
ま
し
た
。

長

県
神

Ԋ
岸
土
地
改
良

区
の
皆
様
に
は
、
日
ࠒ
よ
り
地
域

の
農
業
ৼ
ڵ
に
ご
ਚ
力

く
と

と
も
に
、
長

県
の
農
業
農
村
整

備
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
ࣀ

り
、
ް
く
御
ྱ
ਃ
し
上
͛
ま
す
。

県
で
は
こ
の
࢛
月
か
ら

こ

う
ޒ
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る

ủ
長

県
農
業
農
村
整
備
計
画

（
ୈ
ീ
次
長

県
土
地
改
良
長
期

計
画
）Ứ
を
策
定
し
、ứ
水
ŋ
土
ŋ

ཬ
を
支
え
׆
か
し
、
࣌
代

つ

な
ぐ
農
業
農
村
整
備
Ừ
を
ج
本

目
ඪ
に
ܝ
͛
、
様
ʑ
な
施
策
を

ల
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
日
大
き
な


と
な
っ
て

い
ま
す
農
業
水
利
施
設
の
長
ण

命
化
ŋ
更
新
整
備
を
は
じ
め
、

農
村
の

ら
し
を
क
る
防
ࡂ
減

ࡂ
対
策
、
農
業
用
水
を
׆
用
し

た
小
水
力
発
電
、
中
山
間
地
域

の
׆
ੑ
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
Ҏ

上
に
地
域
の

に
ࣖ
を

け
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
ủ
神


左
岸
地
区
Ứに
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
横
沢
ୈ
三
α
Π
ϑ
Ỽ
ϯ

の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

完
成
の
ڿ
に
は
、
平
成
二
े
一
年

度
に
着
手
し
て
Ҏ
߱
、
े
年
の
ࡀ

月
と

ԯ
ീ
千
ສ
ԁ
༨
の
事
業
අ

を
要
し
た
本
事
業
は
完
了
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
も
ͻ
と
え
に
、
関
係

の
皆
様
方
の
֨
ผ
な
る
ご
支
ԉ
と

ご
協
力
の
ࣀ

と
、
৺
か
ら
ײ
ँ

ਃ
し
上
͛
る
次
ୈ
で
す
。

ま
た
、
菅
平
ダ
ム
の
改
修
に

つ
き
ま
し
て
も
、
今
年
度
か
ら

工
事
が
本
֨
化
し
、
洪
水
調
અ

用
ゲ
ー
ト
の
開
閉
装
置
の
取
え

ସ
え
を
ൽ

り
に
、
ॱ
次
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
す


て
の
工
事
が
一
日
も
早
く
完
成

す
る
よ
う
予
ࢉ
の
確
保
と
と
も

に
、
効

的
な
事
業
ࣥ
行
に


め
て
ま
い
り
ま
す
。

݁
び
に
、
長

県
神

Ԋ
岸

土
地
改
良
区
の
ӹ
ʑ
の
ご
発
ల

と
、
皆
様
方
の
ご
健
উ
と
ご
׆

༂
を
お
ف
り
い
た
し
ま
し
て
、

着

の
ご
ѫ
ࡰ
と
さ
せ
て
い
た

ͩ
き
ま
す
。
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平
成
30
年
度
　
堰
組
合
長

堰
組
合
名	

組
合
長

中
島
堰　
　

	

一
之
瀬　

勤

山
吹
堰　
　

	

遠
江　

謹
一
郎

内
ノ
原
堰　

	

塩
沢　

勇
一

窪
小
西
堰　

	

松
井　

文
雄

横
尾
堰
（
戸
沢
）	

深
井　

健
一

横
尾
堰
（
横
尾
）	

木
島　

健
二

吉
田
堰　
　

	

山
辺　

宏

堀
越
堰　
　

	

久
保
田　

洋

新
屋
堰　
　

	

邑
田　

庄
治

林
之
郷
堰　

	

春
原　

邦
人

岩
門
堰　

	

松
下　

千
秋

大
屋
堰　

	

宮
島　

三
千
彦

常
田
堰　
　

	

中
村　

清

久
保
堰　
　

	

山
辺　

清
人

岩
下
堰　
　

	

和
田　

久
雄

左
岸
幹
線　
　

	

神
津　

敬
次

賦課基準
　・経常賦課金（10aあたり）　 1,000円
　・特別賦課金（10aあたり）
　　　　　　　　ダム維持管理費 1,000円 　左岸幹線水路水門維持管理費 600円
　　　　　吉田堰水門維持管理費 300円
　・償還金分特別賦課金 4,535千円

徴収期限　　平成30年7月2日
　　　　　　ただし、償還金分特別賦課金は平成31年2月1日

 口座振替の方は7月2日に振替えますので、残高のご確認をお願いします。
現金で納入される方は、お近くの信州うえだ農協金融窓口か改良区事務局で、上田市・東御市以外にお住ま
いの方は郵便局で　期日までにお支払いをお願いします。

（他の金融機関では、振込手数料が本人の負担となります。）

平成30年度の賦課基準と賦課徴収について

平成30年度の主な事業計画
1 県営かんがい排水事業「菅平地区」……………………………………………………200,000千円

平成 32 年度までの 5ヵ年間で実施している菅平ダムの施設更新事業です。今年度はクレストゲート等
の改修を予定しています。

今年度は老朽化により漏水が生じている横沢第 3サイフォンの改修工事を予定しています。

2 基幹水利施設ストックマネジメント事業「神川左岸地区」……………………………50,000千円

3 県単農業農村基盤整備事業　「八幡秋和堰地区」水路改修………………………………2,350千円

組
合
長
や
役
員
さ
ん
に
は
、
水
門
・
用
排
水
路

等
の
管
理
、
施
設
の
危
険
防
止
、
安
全
対
策
等
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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菅平ダムの概要について
菅平ダムは、全国有数の降水量の少雨地域である上田・小県地方のかんがい用水の確
保を主目的とした神川総合開発事業（かんがい、上水道、発電）の一環として建設され
た利水ダムです。

菅平発電所は、菅平ダムから下流の利水用として放流される水を約4.1km導水し、最大
出力5,400kW（6､300世帯分）の発電を行っています。
また、発電後の放流水は下流で、約1,265haのかんがい用水と上田市の上水道用水（日量
最大30,000m3）として取水されています。

融雪、梅雨による降雨により、ダムに水を貯め
かんがい用水を確保しています。
　
　・5月10日には、雪解けの水を、ほぼ満水まで貯める。
　・5月中〜下旬に、田植えのためにダムに貯めた水を流す。
　・梅雨時は、梅雨明けの渇水期に備え、水を貯める。
　・9月末のかんがい期終了まで、貯めた水をかんがいに使用

各種団体の見学･視察ができます。

　ご希望される方は、事前に菅平ダムまでご連絡下さい。
　対応可能な時間は、平日の9時〜17時です。
　ダムの堤体内や操作室等の見学ができます。

菅平ダムではダムカードを配布しています。
　菅平ダムを訪問された希望者、お１人さま１枚
お渡ししています。

ダム水位運用

見学・視察

ダムカード配布中

ダムカードとは、ダ
ムのことをより知っ
ていただく目的で、
ダムを訪問された方
に配布しているもの
です。

長野県企業局　北信発電管理事務所　菅平ダム管理所
上田市菅平高原 1278
TEL 0268-74-2177　FAX 0268-74-2713

5/10

（ｍ）
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県営かんがい排水事業　菅平地区の概要

長野県上田地域振興局　農地整備課　計画調査係　担当係長　宮嶋　裕樹

 

は
じ
め
に

菅
平
ダ
ム
は
、か
ん
が
い
、上
水
道
及
び
発

電
に
利
用
さ
れ
る
多
目
的
ダ
ム
で
す
。

昭
和
43
年
の
建
設
か
ら
お
よ
そ
50
年
が
経

過
し
、水
門（
ゲ
ー
ト
）や
制
御
設
備
な
ど
は
耐

用
年
数
を
超
過
し
て
お
り
、早
期
の
改
修
・
更

新
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、関
係
す
る
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
も
と
、平
成
28
年
度
か
ら
県
営
か
ん
が

い
排
水
事
業
で
、菅
平
ダ
ム
の
設
備
更
新
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、こ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

 

事
業
計
画
の
概
要

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業　

菅
平
地
区
で

は
、水
門（
ゲ
ー
ト
）の
更
新
、制
御
設
備
等
の

更
新
に
併
せ
、ダ
ム
湖
底
の
堆
積
土
を
置
く
た

め
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、ダ
ム
堤
体
脇
に
小
水

力
発
電
施
設
の
整
備
を
行
う
計
画
で
す
。

長野県神川沿岸土地改良区	 区報	 予稿	

	

	
県営かんがい排水事業	 菅平地区の概要	

長野県上田地域振興局	 農地整備課	 計画調査係	 担当係長	 宮嶋	 裕樹	

	

○	 はじめに	

	

	 菅平ダムは、かんがい、上水道及び発電に利用される多目的ダムです。	

	 昭和43年の建設からおよそ50年が経過し、水門（ゲート）や制御設備などは耐用年数を超過

しており、早期の改修・更新が必要となっていました。	

	 そのため、関係する皆様のご理解・ご協力のもと、平成28年度から県営かんがい排水事業で、

菅平ダムの設備更新に着手したところです。	

	 本稿では、この事業の概要についてお伝えいたします。	

	

○	 事業計画の概要	

	

県営かんがい排水事業	 菅平地区では、水門（ゲート）の更新、制御設備等の更新に併せ、ダ

ム湖底の堆積土を置くためのストックヤード、ダム堤体脇に小水力発電施設の整備を行う計画で

す。	

	

１ 事業の概要図 
	
	 	

	

	

	

	

	

	

		

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	 概算事業費	 20億円	

	

＜費⽤負担割合（％）＞ 
国 40.25、県 32.125、地元 8.125、県企業局 10.7、市⽔道 8.8 

土砂搬出ストックヤードの整備	 制御設備等の更新	

クレストゲート(洪水調整用)	

開閉装置の更新	

取水ゲートの更新	
小水力発電施設の整備	

 

１ 

事
業
の
概
要
図
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２ 

整
備
内
容

（
１
）水
門（
ゲ
ー
ト
）の
更
新

菅
平
ダ
ム
に
は
、洪
水
調
整
を
行
う
ク
レ

ス
ト
ゲ
ー
ト
、ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
た
め
の

取
水
ゲ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
本
体（
扉
体
）は
定
期
的

な
塗
装
等
で
維
持
し
て
い
ま
す
が
、可
動
部

の
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、開
閉
装
置
を
更

新
し
ま
す
。
ま
た
、取
水
ゲ
ー
ト
は
ゲ
ー
ト

本
体
と
開
閉
装
置
を
更
新
し
ま
す
。

クレストゲート
取水ゲート

錆による腐食が著しい取水ゲート開閉装置

 
お
わ
り
に

ダ
ム
は
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
農
業
の
礎
と
し
て
、次
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引

き
継
ぐ
こ
と
が
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

設
備
の
補
修
・
更
新
は
今
回
の
事
業
完
了
後
も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
は
重
ね
て
ご
理
解
・
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
28
日
に
契
約
し
た
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
開
閉
装
置
の
改
修
工
事
を

進
め
ま
す
。

農
業
用
水
の
利
水
期
間
中
は
開
閉
装
置
を
工
場
で
製
作
し
、冬
期
間（
12
月
～
３

月
）に
現
場
で
据
付
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、開
閉
装
置
は
漏
油
事
故
防
止
の
た
め
、

油
圧
式
の
も
の
か
ら
機
械
式
に
転
換
し
ま
す
。

 

3 

平
成
30
年
度
の
実
施
内
容

（
２
）制
御
設
備
等
の
更
新

耐
用
年
数
が
超
過
し
交
換
部
品
の
確
保
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
る
た
め
、早
期
の

更
新
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、遠
方
監
視
・
制
御
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

（
３
）小
水
力
発
電
施
設
の
整
備

ダ
ム
か
ら
取
水
す
る
際
の
落
差
を
有
効
利
用
し
た
小
水
力
発
電
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

（
４
）土
砂
搬
出
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備

土
砂
搬
出
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
整
備
し
、毎
年
堆
積
し
ダ
ム
の
貯
水
量
を
減
少

さ
せ
て
い
る
土
砂
の
搬
出
に
備
え
ま
す
。

工
事
名

請
負
者

請
負
金
額

事
業
内
容

工
期

ダ
ム
洪
水
放
流

設
備
改
修
工
事

西
田
鉄
工（
株
）
1
4
7
，9
6
0
千
円
ク
レ
ス
ト

ゲ
ー
ト
開
閉

装
置
2
基

H
30
・
3
・
29
～

H
31
・
5
・
21

※ 

工
期
は
書
類
整
理
や
跡
片
付
け
も
含
め
た
期
間
で
す
。現
場
で
の
据
付
工
事
は
H
31
・
3
月
末
に
完
了
す
る
予
定

で
す
。
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（長野県神川沿岸土地改良区）
〒 386-2292	 長野県上田市真田町長 7178-1
	 上田市真田地域自治センター内
	 TEL/FAX（0268）72-0355

賦課金の算定基礎は、毎年４月１日現在の神川
沿岸土地改良区の土地台帳の面積です。

農地を転用・畑かんを撤去するとき

組合員資格の変更や農地を異動したとき

土地改良区の土地台帳の面積や組合員情報は、公共機関（法
務局・市町村・農業委員会）などに農地の転用や異動の手続き
をしても、ご本人が直接土地改良区へ届出しなければ変更とな
りません。
届出がない場合、賦課金は変更前のまま賦課されますので、

ご注意下さい。

♦�農地の全部又は一部を売買・貸借・交換・贈与したとき
♦�組合員が亡くなられたとき、経営を移譲したとき
♦農業者年金（経営移譲年金）をもらうとき
♦住所や氏名を変更したとき

　土地改良法42条により決済金の納付が義務づけられています。
♦�農地を宅地・道路等にするとき
♦�公共事業用地（道路改修・河川改修・公園・建物等）になったとき
♦�畑かんを撤去したとき

決済金　1㎡あたり50円
※左岸水路に係る地域は70円（改良区50円・左岸協議会20円）

詳細は、土地改良区事務局までお問い合わせください。

こんな時には届け出を！
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